
英語ＡＫ（2 月 1 日） 

 １．出題意図 

   この試験は、国際学部で必要とされる以下の２つの能力を問うことを主眼としてい

る。第一に、長い英文の論点を素早く把握する能力、第二に、把握した内容を論理的に

的確な日本語で説明する能力である。すなわち、本試験は、英語の長文読解能力だけで

なく、入学後の勉学で必要な日本語での論理的記述力をも問うものである。 

これらの２つの能力を問うために、今年度の出題形式も例年どおり「読解・記述」の

形式をとった。時間配分に苦慮する受験生の過去の傾向から、昨年度に引き続き問題数

を数年前までよりも絞り、受験生の英語読解力・記述力をより丁寧に見ることを目指し

た。大問〔Ⅰ〕では英文和訳１問、文中の英語表現からの計算問題１問、説明問題１問

の計３問、大問〔Ⅱ〕では説明問題２問を配した。 

   各設問は、文章全体および設問該当箇所の双方の内容を把握しないと自然な日本語

で記述できないものとなっている。和訳問題と説明問題はいずれも、前後の文脈に応じ

て適切かつ自然な日本語で記述する力も採点対象となっている。漢字の誤りも減点対

象となる一方、漢字で当然書くべき単語を平仮名で書いた場合も減点対象としている。 

また、設問の指示（文字数や１マスに１文字の指示など）に従っていない場合も減点

対象としている。なお計算問題については、計算力というよりも英語で記述された数字

やそれが意味するものを論理的に読み解く力を問うものである。 

   国際的な視野と学問領域横断型の学びという国際学部の特性を反映し、大問〔Ⅰ〕で

は世界遺産をめぐるオーバーツーリズム問題に関する論考、大問〔Ⅱ〕では世界各地で

古来より親しまれ続けているハチミツに関する文化論的考察を題材とした。２つの大

問の難易度は、〔Ⅱ〕がやや高かった。 

 

 ２．解答（解答例） 

〔Ⅰ〕 

Ａ 大聖堂はイングランドの中世建築の最高傑作とみなされており、この城はイング

ランドの北部国境の防衛の見返りに国王からほぼ完全な独立を享受していたダー

ラムの政治的および宗教上のリーダーの住居であった。 

  Ｂ ｂ 

  Ｃ 空港と中心部を結ぶ鉄道網への出資や、居住者駐車許可や路上駐車料の値上げを

行ったほか、観光客が中心部へ容易に移動できる無料バスの導入が行われてきた。

しかしより急進的な策として、まず歩行者、次に自転車移動者、そして公共交通機

関利用者、最後に自動車利用者の順に優先すべきとの指針に基づき、歩行者優先ゾ

ーンなどにより世界遺産の中心部では「歩きやすい都市中心部」を創ることを志向

している。世界遺産地区の主要な道路は自動車乗り入れが禁止される一方、住民用



駐車場の大幅な削減を含む道路空間の再配分や歩行者・自転車用の橋が建設予定

である。これにより、自家用車の使用量を全体で 25%削減することを目指している。

車が主流の環境ではレジャー目的での歩行は困難なため、様々な施策が統合的に

運用されている。 

 
〔Ⅱ〕 

Ａ 生の素材が食べ物にふさわしいものとなるのは文化を通して、つまり人が手を加

えることによってであるのが普通であり、何が食物であるかの定義は時代や文化

によっても異なる。だがハチミツは採取されるなり食すことができ、調理に使われ

る際にも元の状態を保っていることから人間の文明化された生活と自然状態をつ

なぐ役割を果たす。ハチミツは産業化された食糧体制とともにある現代世界から

より自然で有機的な暮らし方へと私たちを誘い、そのような暮らし方を通じ私た

ちは過去や諸文化の多様性から得られる経験と知恵に触れられるから。 

Ｂ アメリカや欧州、トルコを含む多くの国ではミツバチの数が減って危機的状況に

あり、ハチミツがますます高価なものになるばかりでなく、ミツバチによる授粉媒

介が成り立たず、多くの食糧農作物の持続的供給が難しくなるのではないかとい

うこと。また商業的に生産されているハチミツには時として他の物質が混ぜられ

ており、現代的な精製によって作られているハチミツは健康的な性質を減じてい

るために、ハチミツはもはや私たちの食生活にとって健康的なものではなくなっ

てしまうかもしれないということ。   


